





























日本語版 The Power of Food Scaleを用いた成人勤労者の
食行動の肥満への影響
高 山 直 子・西 川 一 二
The Assessment of Eating Behavior and Obesity of Adult Workers
by the Power of Food Scale
Naoko TAKAYAMA and Kazuji NISHIKAWA
ABSTRACT
Background : Eating behavior is influenced by various factors and the food environments of
proximity and subconsciousness. The Power of Food Scale（PFS）is a scale used to measure the psy-
chological and mental influence of the eating behavior that was developed by Cappelleri, R, et al
（2009）, but there is no report of the eating behavior of the Japanese by PFS. Purpose : In this re-
search, the authors clarify the influence of eating behavior on obesity by PFS in food environments.
Methods : We investigated by PFS questionnaire. The participants were 602 Japanese adult workers
at Company A（483males，119 females）. With the factor analysis, low subscale was extracted and
BMI was classified into three groups. After the factorial analysis of variance, we made multiple
comparisons. We also analyzed the correlation of PFS with EBSQ and DEBQ. Results : With adult
workers, the results of measurement by PFS questionnaire, three factors（food available, food present
and food tasted）were extracted. Though PFS had no correlation with BMI, a relationship was noticed
with eating behavior that influences obesity. Conclusion : With the survey on eating behavior of
adult workers, the direct relationship between PFS and BNI was not noticed, whereas the relation-
ships of PFS with the eating behavior of eating between meals and high calorie food in EBSQ and
the eating behavior of emotional eating and external eating in DEBQ were noticed. PFS is useful for
measuring the psychological and mental influence on food environments.
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た研究に，Cappelleri, R. et al.の開発による The
































































































































楽しむ ．784 －．092 ．006
PFS14 好物は味わう前から期待でワクワクする ．78 ．135 －．092
PFS20 食べ物ができるだけ美味しいことは自分にとっては大事なことだ ．625 －．109 ．184
PFS10 もし美味しいものが手に入ると分かれば少し食べてみたいと思わずに
はいられない ．54 ．375 －．064
PFS18 素晴らしい食事の話をしているのをきくと自分も本当に何か食べたく
なってくる ．423 ．341 ．094
PFS6 高カロリーの好物が近くにあると味見をしないではいられない －．119 ．835 ．031
PFS5 好物の匂いをかいだり見たりすると少し食べてみたくなってしかたない ．199 ．694 －．051
PFS11 ある種の食べ物はとても美味しいのでそれが自分に悪いと分かってい
ても食べずにはいられない ．178 ．575 －．006
PFS16 毎日の生活の中で時々突然にものを食べたくなる衝動におそわれるこ
とがある －．267 ．482 ．370
PFS21 好物を食べる前には口の中が唾で一杯になってくる ．202 ．301 ．118
PFS19 自分は食べ物のことをずいぶんと心にかけているようだ ．21 －．137 ．661
PFS3 他の何よりも食べることが楽しみだ ．116 ．091 ．598
PFS17 自分は他のたいていの人よりも食べることをずっと楽しんでいると思う ．330 －．044 ．546
PFS1 お腹が空いていないときにも食べ物のことを考えていることがある －．092 ．267 ．465
PFS8 食べ物が自分に及ぼしている影響力を考えると怖くなる －．072 ．073 ．342
累積寄与率 59．4％
信頼性係数 ．766 ．839 ．819
食刺激 食享受 総合
食影響 ．616＊＊ ．643＊＊ ．867＊＊
食刺激 － ．713＊＊ ．870＊＊
食享受 － ．897＊＊







































食影響 2．2（．92） 1．9（．75） 2．2（．84） 6．646＊＊＊ 1＞2＋，2＜3＊
食刺激 2．5（．10） 2．3（．98） 2．4（1．06） 1．452
食享受 2．8（．92） 2．5（．93） 2．6（．89） 3．532＊ 1＞2＊
総 合 2．5（．80） 2．2（．77） 2．4（．81） 4．632＊ 1＞2†，2＜3†
PFS尺度 食影響 食刺激 食享受 総合
BMI ．040 －．022 －．046 －．010
食行動・睡眠尺度
バランス食 ．054＊ －．089＊ ．104＊ ．033
間食 ．328＊＊ ．326＊＊ ．233＊＊ ．335＊＊
高カロリー食 ．139＊＊ ．372＊＊ ．246＊＊ ．280＊＊
睡眠不足 ．052 ．147＊ ．101＊ ．111＊
インスタント食 ．042 ．159＊＊ ．082＊ ．103＊
早食い ．122＊＊ ．157＊＊ ．046 ．121＊＊
好き嫌い －．114＊＊ ．070 －．060 －．046
DEBQ尺度
情動的摂食 ．466＊＊ ．319＊＊ ．282＊＊ ．408＊＊
抑制的摂食 ．149＊＊ －．143＊＊ ．026 ．022
外発的摂食 ．420＊＊ ．550＊＊ ．482＊＊ ．547＊＊
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1 お腹が空いていないときにも食べもののことを考えていることがある。 1 2 3 4 5
2 美味しい食事が並べられ食べるのを待たなければならない状況におかれたら，自分には待つことはかなり難しい。 1 2 3 4 5
3 他の何よりも食べることが楽しみだ。 1 2 3 4 5
4 自分にとっての食べものは，アルコール依存症の人にとっての酒のようなものだと思う。 1 2 3 4 5
5 好物の匂いをかいだり見たりすると，すこし食べてみたくなってしかたがない。 1 2 3 4 5
6 高カロリーの好物が近くにあると，味見しないではいられない。 1 2 3 4 5
7 その日に後で何を食べようかと，しばしば考える。 1 2 3 4 5
8 食べものが自分に及ぼしている影響力を考えると怖くなる。 1 2 3 4 5
9 好物を味わうときには，強い快感をおぼえる。 1 2 3 4 5
10 もし美味しいものが手に入ると分かれば，少し食べてみたいと思わずにはいられない。 1 2 3 4 5
11 ある種の食べものはとても美味しいので，それが自分に悪いと分かっていても食べずにはいられない。 1 2 3 4 5
12 宣伝や CMで美味しそうな食べものを見ると，食べたくなってしまう。 1 2 3 4 5
13 自分が食べものをコントロールしているのではなく，食べものが自分をコントロールしているように感じる。 1 2 3 4 5
14 好物は，味わう前から期待でワクワクする。 1 2 3 4 5
15 美味しいものを食べるときには，その良い味わいに集中してたっぷりと楽しむ。 1 2 3 4 5
16 毎日の生活の中で時々（はっきりした理由もなく）突然にものを食べたくなる衝動におそわれることがある。 1 2 3 4 5
17 自分は他のたいていの人よりも，食べることをずっと楽しんでいると思う。 1 2 3 4 5
18 素晴らしい食事の話をしているのをきくと，自分も本当に何か食べたくなってくる。 1 2 3 4 5
19 自分は食べもののことを，ずいぶんと心にかけているようだ。 1 2 3 4 5
20 食べ物ができるだけ美味しいことは，自分にとってはとても大事なことだ。 1 2 3 4 5
21 好物を食べる前には，口の中が唾でいっぱいになってくる。 1 2 3 4 5
Appendix
「Power of Food Scale, PFS」 調査票
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